
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和７年度申請用

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 1 科目 1 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

1 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

1 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

1 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

1 ○ ○ ○

授業科目

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について

総合共通科目「データサイエンス入門」1単位を修得すること。

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目

データサイエンス入門

授業科目

様式１

授業科目

データサイエンス入門

授業科目

九州共立大学

データサイエンス基礎教育プログラム

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘル
スケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目

データサイエンス入門

令和６年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

学部・学科によって、修了要件は相違しない

データサイエンス入門

授業科目

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

1 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

選択項目授業科目

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

選択項目 授業科目

データサイエンス入門

授業科目

授業に含まれている内容・要素

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社会
変化（第４次産業革
命、Society 5.0、データ
駆動型社会等）に深く
寄与しているものであ
り、それが自らの生活
と密接に結びついてい
る

講義内容

・ビッグデータ、IoT、AI、生成AI、ロボット（6回目）
・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会（2回目）
・複数技術を組み合わせたAIサービス（3回目）
・人間の知的活動とAIの関係性（3回目）
・データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方（3回目）

・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、強化学習、転移学習、生成AIなど）（6回目）
・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーションなど)（2回目）

・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）（2回目）

・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)（2回目）
・対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など生成AIの応用（6回目）

・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の可視化、挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化など（8回目）

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的データ解析、データ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決に向けた提案）（2回目、7回目、8回目、9回目）

授業科目
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

・コンピュータの基礎用語を理解し、基本的な利用方法を習得し、説明できる。
・簡単なレポート作成とそのプレゼンテーションができる。
・データサイエンスが社会でどのように活用され新たな価値を生んでいるかを説明できる。
・AIの得意なところ、苦手なところを理解し、人間中心の適切な判断ができる。
・社会の実データ、実課題を適切に読み解き、判断ができる。

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする ・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介（1回目）

・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）（9回目）
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）、外れ値（9回目）

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ、箱ひげ図）（8回目）
・不適切なグラフ表現（チャートジャンク、不必要な視覚的要素）（2回目）
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）（2回目）
・相手に的確かつ正確に情報を伝える技術や考え方（スライド作成、プレゼンテーションなど）（11回目、12回目、13回目）

・データの取得（機械判読可能なデータの作成・表記方法）（7回目）
・データの集計（和、平均）（7回目）

・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護（14回目）
・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの生成・氾濫など）（6回目）
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様式２

①プログラム開設年度 年度（和暦）

②大学等全体の男女別学生数 男性 2384 人 女性 548 人 （ 合計 2932 人 ）

（令和６年５月１日時点）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

経済学部　 1,759 410 1,700 390 365 390 23%

スポーツ学部 1,173 270 1,020 330 323 330 32%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 2,932 680 2,720 720 688 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 720 26%

令和5年度 令和4年度

九州共立大学

令和3年度

リテラシーレベルのプログラムの履修者数等の実績について

令和6

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和6年度 履修者数
合計 履修率学生数

令和2年度 令和元年度
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

大学等名

① 全学の教員数 93 人 （非常勤） 101 人

② プログラムの授業を教えている教員数 7 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

九州共立大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

九州共立大学教務委員会規程

（目的）
委員会は、本学の教務に関する全学的事項の審議並びに各学部、各研究科及び共通教育セ
ンター（以下「学部等」という。）間の連絡・調整を図ることを目的とする。

（審議事項）
委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する
　(１) カリキュラムの編成に関する事項
　(２) 学部等間における教務の連絡及び調整に関する事項
　(３) 学部等間における学年暦の調整に関する事項
　(４) 学部等間における時間割編成及び調整に関する事項
　(５) その他教務に関する全学的事項

①教務部長、スポーツ学部長　船津京太郎（委員長）
②教務副部長　辰見康剛
③経済学部長、経済･経営学研究科長　甘長青
④スポーツ学部長、スポーツ学研究科長　長谷川伸
⑤共通教育センター所長　西尾恵里子
⑥経済学部教務委員、経済・経営学研究科教務委員　入江雅仁
⑦スポーツ学部教務委員　山田明
⑧スポーツ学研究科教務委員、スポーツ学科長、こどもスポーツ教育学科長　森誠護
⑨教職課程委員　重枝武司
⑩教務課長　石倉康代
⑪学長特別補佐　島尻芳人
⑫経済･経営学科長　末木将史
⑬地域創造学科長　貝掛祥広
⑭経済学部教務員　尾上百合加

九州共立大学教務委員会

船津京太郎 教務部長

島尻芳人 経済学部教授

(常勤）
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⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 75%

令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 2,720

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

具体的な計画

100%

学部・学科に関係なく全学生が受講可能となるよう、上述したとおり、本プログラムを構成する
授業科目「データサイエンス入門」は必修科目としている。

本プログラムの授業科目「データサイエンス入門」は、上述のとおり必修科目であるため、大人
数の学生が履修する。このことから、「データサイエンス入門」は、教育効果を高めるため、クラ
スサイズに上限を設け、全16クラスに分けて運用している。履修については、予めクラスを分け
をしたうえで学生に周知し、学生自身が該当するクラスの時間割に履修登録を行っている。

26%

100%

50%

本プログラムを構成する授業科目「データサイエンス入門」は、令和6年度の入学者以降、全学
必修科目であるため、入学者全員が1年次に履修することになる。
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⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制について、上述のとおり、令和6年
度の入学者以降、本プログラムを構成する授業科目「データサイエンス入門」は、必修科目であ
るため、全学生が履修・修得する教育課程としている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

本学では、学生ポータルサイト（ＵＮＩＰＡ）を通じて、学生が授業担当教員にいつでも質問や相
談することとができる。このことに加え、専任教員については、各学期15回のオフィスアワーを
実施することとしているため、対面で学生の質問や相談を受ける体制も整えている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 九州共立大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 船津京太郎 （役職名） 教務部長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

本プログラムの学修成果について、各授業回において課題を設け、学修した内容を文章でまとめさせることや、練習問
題を解かせることにより、知識の定着を図った。また、最後の授業回においては、学修のまとめとして、レポート（1,500
－1,800字）の提出を履修者へ求めた。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

本プログラムの履修・修得状況について、本学の全学科（経済・経営学科、地域創造学科、スポーツ学科、こどもス
ポーツ教育学科）の1年生724名の内、720名が履修し、688名が修了した。

九州共立大学教務委員会

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

本プログラムの内容の理解度について、履修者全員を対象に「授業評価アンケート」を実施した。授業理解度について
は、「非常に理解できた」「かなり理解できた」と回答した割合が、全体の88％であった。今後は、より授業理解度の向上
を図るべく、継続的に授業内容を検証していく。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

本プログラムの後輩等他の学生への推奨度について、履修者全員を対象とした「授業評価アンケート」の結果では、授
業満足度に関し、「非常に満足している」「ある程度満足している」と回答した割合が、全体の87％であったため、後輩
等への推奨度は、非常に高いと考えられる。しかし、本プログラムは、必修科目で構成しているため、令和6年度以降
の入学者は、全員履修することとなる。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

本プログラムは、前述のとおり、必修科目で構成しているため、全学生の履修が見込まれる。
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自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

授業スライドを共有（事前配布・授業後の復習用）するとともに、授業評価アンケート（学期中1回）や、UNIPAの機能を
活用した毎授業のアンケートを通じて、授業の難易度や理解度を把握し、学生の反応に基づいて適宜調整を行ってい
る。例えば、難易度が高いと感じる学生が多い場合には、補足資料を追加したり、具体的な操作手順を実演する時間
を増やすなどの工夫をしている。さらに、生成AIのメリット・デメリットを説明した上で、EXCELのデータ処理や分析を行う
際に生成AIを活用しながら演習を取り組んでもらい、学生がAIの活用スキルを身につけられるようにしている。これによ
り、授業の内容や水準を維持しつつ、より分かりやすく、実務に直結する学びを提供している。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

本プログラムは、令和6年度の入学者から開設したプログラムであるため、修了して卒業した学生は現時点ではいな
い。ただし、本学では既に、卒業生の進路状況に関するアンケート、および進路先に対する意見聴取アンケートを全学
的に実施しているため、継続してアンケート結果を検証していく。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

本学と連携している産業界から、本プログラムは、データの正しい解釈と活用に関する体系的な学修に加え、具体的な
事例を用いたグループワークやプレゼンテーションをカリキュラムに盛り込んでいる点は、学生が実践的なスキルを習
得する上で非常に有効であると高い評価を得た。また、同産業界から、本プログラムにおいて、データリテラシーの深
化と倫理観の醸成、 実践的な学びの強化、および 継続的な学習とキャリアパスを追加することについて提案がなされ
た。今後は、本プログラムを発展させるため、産業界の提案等を踏まえつつ、検討していく。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

AIやデータサイエンスに関する最新の技術動向や社会実装の事例を授業に取り入れることで、その重要性や有用性を
学生に理解させている。特に、EXCELを用いたデータ処理の授業では、生成AIを活用しながら課題に取り組ませること
で、AIがどのように業務を効率化し、実務に役立つのかを体験的に学べるようにしている。これにより、数理・データサ
イエンスの知識が現実社会でどのように応用できるかを実感できるようになっている。
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履修ガイド

経済学部
2024

九州共立大学
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総 合 共 通 科 目

区　　　　分 科 目 名 単位数 チェック欄 摘　　要必修 選択

教養教育科目 
計６単位以上

文化 ･ 芸術領域 
２単位以上

ことばと日本文化 2

スポーツの文化 2

ことばと異文化 2

情報文化論 2

歴史 ･ 社会領域 
２単位以上

歴史と国際情勢 2

現代国家と法（日本国憲法） 2

暮らしと経済 2

人権・同和教育 2

人間 ･ 環境領域 
２単位以上

人間と哲学 2

生命と地球 2

心の科学 2

共生社会を生きる 2

言語 ･ 異文化 
理解科目 

計６単位以上

日本語
日本語表現法Ⅰ 1

日本語表現法Ⅱ 1

日本語表現法Ⅲ 1

英語 
２単位

英語Ⅰ ※ 1 ※外国人留学生は選択

英語Ⅱ ※ 1 ※外国人留学生は選択

英語コミュニケーションⅠ 1

英語コミュニケーションⅡ 1

実用英語 1

中国語

中国語Ⅰ 1

中国語Ⅱ 1

中国語Ⅲ 1

中国語Ⅳ 1

実用中国語 1

韓国語

韓国語Ⅰ 1

韓国語Ⅱ 1

韓国語Ⅲ 1

韓国語Ⅳ 1

実用韓国語 1

イングリッシュワークショップ 1

海外研修 2

情報教育科目 
計２単位以上

データサイエンス入門 1

情報処理演習Ⅰ 1

情報処理演習Ⅱ 1

情報処理演習Ⅲ 1

健康教育科目
スポーツＡ 1

スポーツＢ 1

健康の科学 2

キャリア教育科目 
計５単位以上

キャリアデザイン領域 
５単位

キャリア基礎演習Ⅰ 1

キャリア基礎演習Ⅱ 1

キャリア基礎演習Ⅲ 1

キャリアデザインⅠ 1

キャリアデザインⅡ 1

インターンシップ（企業研修） 2

キャリア発展領域

スキルアップ講座Ａ 1 (ITパスポート)

スキルアップ講座Ｂ 1 (TOEICⅠ)

スキルアップ講座Ｃ 1 (TOEICⅡ)

スキルアップ講座Ｇ 1 (公務員養成Ⅰ)

スキルアップ講座Ｈ 1 (公務員養成Ⅱ)

スキルアップ講座Ｒ 1 (TOEICⅢ)

スキルアップ講座Ｓ 1 (TOEICⅣ)

※�年間を通じて

適切な時期に

行う

大
学
の
授
業
の

仕
組
み

履
修
登
録

経
済
・
経
営
学
科

授
業
科
目
に
つ
い
て

経
済
・
経
営
学
科

履
修
計
画

経
済
・
経
営
学
科

資
格
取
得

地
域
創
造
学
科

授
業
科
目
に
つ
い
て

地
域
創
造
学
科

履
修
計
画

地
域
創
造
学
科

資
格
取
得

教
職
課
程

単
位
互
換
制
度

教
務
事
務

経
済
・
経
営
学
科

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

地
域
創
造
学
科

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

計30単位以上

各言語を母

国語とする

者はその言

語以外の言

語を履修す

ること

　卒業に必要な単位数（要卒単位数）は124単位です。

　ただし、以下の表に示された履修区分ごとの「最低修得単位数」も満たす必要があります。

　成績発表時に成績一覧表及び単位修得状況表を印刷して、「単位修得状況」を確認し、必要な

単位数が不足しないように履修してください。

　本ガイドの「履修科目チェック表」を活用し、各自、計画的に単位を修得してください。

※p. 26～p. 31の履修科目チェック表の修得した科目にチェックを入れ、計画的に単位を修得してください。

Ⅱ. 履修計画

（１）卒業に必要な単位数

履　修　区　分

卒業要件単位数（合計）

教養教育科目 ６単位以上
文化・芸術領域
歴史・社会領域
人間・環境領域
日本語

英語

中国語
韓国語

２単位以上
２単位以上
２単位以上

必修２単位

必修２単位

言語・異文化
理解科目　　

６単位以上

２単位以上

１２４単位

情　報　教　育　科　目

健　康　教　育　科　目

最低修得単位数

学部共通科目

キャリア教育科目
キャリア発展領域
キャリアデザイン領域

学科共通科目
領域科目

必修４単位

４４単位以上

１８単位以上

ゼミナール科目
教職課程関連科目＊１
K-CIP関連科目＊２

必修１２単位

イングリッシュワークショップ
海外研修

必修５単位 ５単位以上

専
門
教
育
科
目

総
合
共
通
科
目

自
由
選
択
科
目

経
済・経
営
学
科

経
済・経
営
学
科

＊３
60単位を超えて修得した単
位数は、自由選択科目区分の
単位数に加算される。

例2:
73単位修得の場合、13単位
が自由選択科目区分へ加算
される。

18単位は＊1～＊４の
どの科目で満たしてもよい。

例3:
例1（5単位）＋例2（13単位）
＝18単位

例1:

＊３
30単位を超えて修得した単
位数は、自由選択科目区分の
単位数に加算される。

35単位修得の場合、5単位が
自由選択科目区分へ加算さ
れる。

３０単位以上

60単位以上

１８単位以上

自学科で履修した履修区分ごとの最
低修得単位数（30単位、60単位）を
超える科目＊3、及び他学部・他学科
の科目＊4

※最低修得単位数欄で単位数が示されていない修得区分については、特に最低条件の設定はない。
＊１　教職課程履修者のみ受講可
＊２　K-CIP 履修者のみ受講可
＊３　最低修得単位数を超えて修得した単位は、自由選択科目区分に加算される。
＊４ 他学部・他学科の科目履修は、自分の学部・学科以外の 「専門教育科目」 のうち、大学が指定した
 他学部・他学科の科目および特に受講を許可された科目を選択履修する。

※年間を通じて適切な時期に
　行う

※年間を通じて適切な時期に
　行う

（２）履修科目チェック表
〔経済・経営学科〕

＊各科目の年次配当は、学生便覧を
　参照してください。

修得済の科目に□チェックを入れよう

26
14

003861
ハイライト表示



大
学
の
授
業
の

仕
組
み

履
修
登
録

経
済
・
経
営
学
科

授
業
科
目
に
つ
い
て

経
済
・
経
営
学
科

履
修
計
画

経
済
・
経
営
学
科

資
格
取
得

地
域
創
造
学
科

授
業
科
目
に
つ
い
て

地
域
創
造
学
科

履
修
計
画

地
域
創
造
学
科

資
格
取
得

教
職
課
程

単
位
互
換
制
度

教
務
事
務

経
済
・
経
営
学
科

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

地
域
創
造
学
科

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

　卒業に必要な単位数（要卒単位数）は124単位です。

　ただし、以下の表に示された履修区分ごとの「最低修得単位数」も満たす必要があります。

　成績発表時に成績一覧表及び単位修得状況表を印刷して、「単位修得状況」を確認し、必要な

単位数が不足しないように履修してください。

　本ガイドの「履修科目チェック表」を活用し、各自、計画的に単位を修得してください。

※p. 41～p. 46の履修科目チェック表の修得した科目にチェックを入れ、計画的に単位を修得してください。

Ⅱ. 履修計画

（１）卒業に必要な単位数

履　修　区　分

卒業要件単位数（合計）

教養教育科目 ６単位以上
文化・芸術領域
歴史・社会領域
人間・環境領域
日本語

英語

中国語
韓国語

２単位以上
２単位以上
２単位以上

必修２単位

必修２単位

言語・異文化
理解科目　　

６単位以上

２単位以上

１２４単位

情　報　教　育　科　目

健　康　教　育　科　目

最低修得単位数

学部共通科目

キャリア教育科目
キャリア発展領域
キャリアデザイン領域

学科共通科目
コース科目

必修４単位
３２単位以上

１６単位以上

１８単位以上

ゼミナール科目
K-CIP関連科目＊１

必修１２単位

イングリッシュワークショップ
海外研修

必修５単位 ５単位以上

専
門
教
育
科
目

総
合
共
通
科
目

自
由
選
択
科
目

地
域
創
造
学
科

地
域
創
造
学
科

＊２
60単位を超えて修得した単
位数は、自由選択科目区分の
単位数に加算される。
例2:
73単位修得の場合、13単位が自
由選択科目区分へ加算される。

例1:

＊２
30単位を超えて修得した単
位数は、自由選択科目区分の
単位数に加算される。

35単位修得の場合、5単位が
自由選択科目区分へ加算さ
れる。

自学科で履修した履修区分ごとの最低修得単
位数（30単位、60単位）を超える科目＊２、及び
他学部・他学科の科目＊３

他コース科目で修得した単位は、最低修
得単位数（60単位）を超えて修得した単位
となるため、自由選択科目区分に算入さ
れる。

※最低修得単位数欄で単位数が示されていない修得区分については、特に最低条件の設定はない。
＊１　K-CIP履修者のみ受講可
＊２　最低修得単位数を超えて修得した単位は、自由選択科目区分に加算される。
＊３ 他学部・他学科の科目履修は、自分の学部・学科以外の 「専門教育科目」 のうち、大学が指定した
 他学部・他学科の科目および特に受講を許可された科目を選択履修する。

３０単位以上

60単位以上

18単位は＊1～＊３の
どの科目で満たしてもよい。

例3:
例1（5単位）＋例2（13単位）
＝18単位

１８単位以上

（２）履修科目チェック表
〔地域創造学科　2コース　共通〕

＊各科目の年次配当は、学生便覧を
　参照してください。

修得済の科目に□チェックを入れよう

総 合 共 通 科 目

区　　　　分 科 目 名 単位数 チェック欄 摘　　要必修 選択

教養教育科目 
計６単位以上

文化 ･ 芸術領域 
２単位以上

ことばと日本文化 2

スポーツの文化 2

ことばと異文化 2

情報文化論 2

歴史 ･ 社会領域 
２単位以上

歴史と国際情勢 2

現代国家と法（日本国憲法） 2

暮らしと経済 2

人権・同和教育 2

人間 ･ 環境領域 
２単位以上

人間と哲学 2

生命と地球 2

心の科学 2

共生社会を生きる 2

言語 ･ 異文化 
理解科目 

計６単位以上

日本語
日本語表現法Ⅰ 1

日本語表現法Ⅱ 1

日本語表現法Ⅲ 1

英語 
２単位

英語Ⅰ ※ 1 ※外国人留学生は選択

英語Ⅱ ※ 1 ※外国人留学生は選択

英語コミュニケーションⅠ 1

英語コミュニケーションⅡ 1

実用英語 1

中国語

中国語Ⅰ 1

中国語Ⅱ 1

中国語Ⅲ 1

中国語Ⅳ 1

実用中国語 1

韓国語

韓国語Ⅰ 1

韓国語Ⅱ 1

韓国語Ⅲ 1

韓国語Ⅳ 1

実用韓国語 1

イングリッシュワークショップ 1

海外研修 2

情報教育科目 
計２単位以上

データサイエンス入門 1

情報処理演習Ⅰ 1

情報処理演習Ⅱ 1

情報処理演習Ⅲ 1

健康教育科目
スポーツＡ 1

スポーツＢ 1

健康の科学 2

キャリア教育科目 
計５単位以上

キャリアデザイン領域 
５単位

キャリア基礎演習Ⅰ 1

キャリア基礎演習Ⅱ 1

キャリア基礎演習Ⅲ 1

キャリアデザインⅠ 1

キャリアデザインⅡ 1

インターンシップ（企業研修） 2

キャリア発展領域

スキルアップ講座Ａ 1 (ITパスポート)

スキルアップ講座Ｂ 1 (TOEICⅠ)

スキルアップ講座Ｃ 1 (TOEICⅡ)

スキルアップ講座Ｇ 1 (公務員養成Ⅰ)

スキルアップ講座Ｈ 1 (公務員養成Ⅱ)

スキルアップ講座Ｒ 1 (TOEICⅢ)

スキルアップ講座Ｓ 1 (TOEICⅣ)

※�年間を通じて

適切な時期に

行う

※年間を通じて適切な時期に
　行う

※年間を通じて適切な時期に
　行う

計30単位以上

各言語を母

国語とする

者はその言

語以外の言

語を履修す

ること

41
15

003861
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履修ガイド

スポーツ学部
2024

九州共立大学
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総 合 共 通 科 目

区　　　　分 科 目 名 単位数 チェック欄 摘　　要必修 選択

教養教育科目�
計６単位以上

文化 ･芸術領域�
２単位以上

ことばと日本文化 2

スポーツの文化 2

ことばと異文化 2

情報文化論 2

歴史 ･社会領域�
２単位以上

歴史と国際情勢 2

現代国家と法（日本国憲法） 2

暮らしと経済 2

人権・同和教育 2

人間 ･環境領域�
２単位以上

人間と哲学 2

生命と地球 2

心の科学 2

共生社会を生きる 2

言語 ･異文化�
理解科目�
計６単位以上

日本語
日本語表現法Ⅰ 1

日本語表現法Ⅱ 1

日本語表現法Ⅲ 1

英語�
２単位

英語Ⅰ ※ 1 ※外国人留学生は選択

英語Ⅱ ※ 1 ※外国人留学生は選択

英語コミュニケーションⅠ 1

英語コミュニケーションⅡ 1

実用英語 1

中国語

中国語Ⅰ 1

中国語Ⅱ 1

中国語Ⅲ 1

中国語Ⅳ 1

実用中国語 1

韓国語

韓国語Ⅰ 1

韓国語Ⅱ 1

韓国語Ⅲ 1

韓国語Ⅳ 1

実用韓国語 1

イングリッシュワークショップ 1

海外研修 2

情報教育科目�
計２単位以上

データサイエンス入門 1

情報処理演習Ⅰ 1

情報処理演習Ⅱ 1

情報処理演習Ⅲ 1

キャリア教育科目 
計５単位以上

キャリアデザイン領域�
５単位

キャリア基礎演習Ⅰ 1

キャリア基礎演習Ⅱ 1

キャリア基礎演習Ⅲ 1

キャリアデザインⅠ 1

キャリアデザインⅡ 1

インターンシップ（企業研修） 2

キャリア発展領域

スキルアップ講座Ａ 1 (ITパスポート)

スキルアップ講座Ｂ 1 (TOEICⅠ)

スキルアップ講座Ｃ 1 (TOEICⅡ)

スキルアップ講座Ｇ 1 (公務員養成Ⅰ)

スキルアップ講座Ｈ 1 (公務員養成Ⅱ)

スキルアップ講座Ｒ 1 (TOEICⅢ)

スキルアップ講座Ｓ 1 (TOEICⅣ)

※�年間を通じて

適切な時期に

行う

大
学
の
授
業
の

仕
組
み

履
修
登
録

ス
ポ
ー
ツ
学
科

授
業
科
目
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
学
科

履
修
計
画
ス
ポ
ー
ツ
学
科

資
格
取
得
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ

教
育
学
科

授
業
科
目
に
つ
い
て

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ

教
育
学
科

履
修
計
画

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ

教
育
学
科

資
格
取
得

教
職
課
程
ス
ポ
ー
ツ
学
科

教
職
課
程

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ

教
育
学
科

教
職
課
程

単
位
互
換
制
度

教
務
事
務

ス
ポ
ー
ツ
学
科

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ

教
育
学
科

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

各言語を母

国語とする

者はその言

語以外の言

語を履修す

ること

計30単位以上

（２）履修科目チェック表
＊各科目の年次配当は、学生便覧を
　参照してください。

修得済の科目に□チェックを入れよう

［スポーツ学科:全コース共通］

※年間を通じて適切な時期に
　行う

※年間を通じて適切な時期に
　行う
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総 合 共 通 科 目

区　　　　分 科 目 名 単位数 チェック欄 摘　　要必修 選択

教養教育科目�
計６単位以上

文化 ･芸術領域�
２単位以上

ことばと日本文化 2

スポーツの文化 2

ことばと異文化 2

情報文化論 2

歴史 ･社会領域�
２単位以上

歴史と国際情勢 2

現代国家と法（日本国憲法） 2

暮らしと経済 2

人権・同和教育 2

人間 ･環境領域�
２単位以上

人間と哲学 2

生命と地球 2

心の科学 2

共生社会を生きる 2

言語 ･異文化�
理解科目�
計６単位以上

日本語
日本語表現法Ⅰ 1

日本語表現法Ⅱ 1

日本語表現法Ⅲ 1

英語�
２単位

英語Ⅰ ※ 1 ※外国人留学生は選択

英語Ⅱ ※ 1 ※外国人留学生は選択

英語コミュニケーションⅠ 1

英語コミュニケーションⅡ 1

実用英語 1

中国語

中国語Ⅰ 1

中国語Ⅱ 1

中国語Ⅲ 1

中国語Ⅳ 1

実用中国語 1

韓国語

韓国語Ⅰ 1

韓国語Ⅱ 1

韓国語Ⅲ 1

韓国語Ⅳ 1

実用韓国語 1

イングリッシュワークショップ 1

海外研修 2

情報教育科目�
計２単位以上

データサイエンス入門 1

情報処理演習Ⅰ 1

情報処理演習Ⅱ 1

情報処理演習Ⅲ 1

キャリア教育科目 
計５単位以上

キャリアデザイン領域�
５単位

キャリア基礎演習Ⅰ 1

キャリア基礎演習Ⅱ 1

キャリア基礎演習Ⅲ 1

キャリアデザインⅠ 1

キャリアデザインⅡ 1

インターンシップ（企業研修） 2

キャリア発展領域

スキルアップ講座Ａ 1 (ITパスポート)

スキルアップ講座Ｂ 1 (TOEICⅠ)

スキルアップ講座Ｃ 1 (TOEICⅡ)

スキルアップ講座Ｇ 1 (公務員養成Ⅰ)

スキルアップ講座Ｈ 1 (公務員養成Ⅱ)

スキルアップ講座Ｒ 1 (TOEICⅢ)

スキルアップ講座Ｓ 1 (TOEICⅣ)

※�年間を通じて

適切な時期に

行う

大
学
の
授
業
の

仕
組
み

履
修
登
録

ス
ポ
ー
ツ
学
科

授
業
科
目
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
学
科

履
修
計
画
ス
ポ
ー
ツ
学
科

資
格
取
得
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ

教
育
学
科

授
業
科
目
に
つ
い
て

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ

教
育
学
科

履
修
計
画

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ

教
育
学
科

資
格
取
得

教
職
課
程
ス
ポ
ー
ツ
学
科

教
職
課
程

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ

教
育
学
科

教
職
課
程

単
位
互
換
制
度

教
務
事
務

ス
ポ
ー
ツ
学
科

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ

教
育
学
科

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

各言語を母

国語とする

者はその言

語以外の言

語を履修す

ること

計30単位以上

（２）履修科目チェック表 ＊各科目の年次配当は、学生便覧を
　参照してください。

［こどもスポーツ教育学科］

修得済の科目に□チェックを入れよう

※年間を通じて適切な時期に
　行う

※年間を通じて適切な時期に
　行う
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九州共立大学教務委員会規程 

 1 

 

○九州共立大学教務委員会規程 

平成26年学園規程第３号   

施  行：平成26年４月１日 

最終改正：令和５年４月１日 

 （設置） 

第１条 九州共立大学（以下「本学」という。）に、九州共立大学評議会規則（平成

４年学園規則第２号）第８条の規定に基づき、教務委員会（以下「委員会」という。）

を置く。 

 （目的） 

第２条 委員会は、本学の教務に関する全学的事項の審議並びに各学部、各研究科及

び共通教育センター（以下「学部等」という。）間の連絡・調整を図ることを目的と

する。 

 （審議事項） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

(１) カリキュラムの編成に関する事項 

 (２) 学部等間における教務の連絡及び調整に関する事項 

 (３) 学部等間における学年暦の調整に関する事項 

 (４) 学部等間における時間割編成及び調整に関する事項 

 (５) その他教務に関する全学的事項 

 （組織） 

第４条 委員会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

 (１) 教務部長 

(２) 教務副部長 

(３) 各学部長 

(４) 各研究科長 

(５) 共通教育センター所長 

(６) 各学部教務委員会から学長が推薦する教育職員 各１名 

(７) 各研究科教務委員会から学長が推薦する教育職員 各１名 

(８) 教職課程委員会委員から学長が推薦する教育職員 １名 

(９) 教務課長 

(10) その他学長が必要と認めた職員 

 （任期） 
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九州共立大学教務委員会規程 

 2 

第５条 前条第６号から第８号まで及び第10号に定める委員の任期は１年とし、再任

を妨げない。ただし、欠員が生じたときの後任者の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

 （委員長） 

第６条 委員会に委員長を置き、教務部長をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を主宰する。 

３ 委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指名した職員がその職務を代行す

る。 

（議事） 

第７条 委員会は、委員の２分の１以上の出席がなければ、議事を開き、議決するこ

とができない。 

２ 委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決定する。ただし、可否同数の場合

は、委員長の決するところによる。 

 （委員以外の職員の出席） 

第８条 委員会は必要に応じて、委員以外の職員の出席を求め、その意見を聴くこと

ができる。 

 （学部等教務委員会） 

第９条 委員会に次の学部等教務委員会（以下「学部等委員会」という。）を置く。 

(１) 経済学部教務委員会 

(２) スポーツ学部教務委員会 

(３) 経済・経営学研究科教務委員会 

(４) スポーツ学研究科教務委員会 

(５) 共通教育センター教務委員会 

（学部等委員会の審議事項） 

第１０条 学部等委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

 (１) 教育、研究及び運営に関する事項 

 (２) 教務課程の編成に関する事項 

 (３) その他学部等の教務に関する事項 

 （学部等委員会の組織） 

第１１条 第９条に規定するそれぞれの学部等委員会は、次の各号に掲げる職員をも

って組織する。 

 (１) 学部等の長 

 (２) 所属する学部の学科長、共通教育センターにあっては副所長 
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 (３) 学部等からそれぞれ学長が推薦した教育職員 各２名 

(４) その他学長が必要と認めた職員 

 （学部等委員会委員の任期） 

第１２条 前条第３号及び第４号に定める委員の任期は１年とし、再任を妨げない。

ただし、欠員が生じたときの後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （学部等委員会委員長） 

第１３条 第９条に規定するそれぞれの学部等委員会に委員長を置き、学部等の長を

もって充てる。 

２ 委員長は、委員会を主宰する。 

３ 委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指名した職員がその職務を代行す

る。 

 （事務） 

第１４条 委員会の事務は、教務課において処理する。 

   附 則 

 この規程は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成30年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成31年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和５年４月１日から施行する。 
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 1 

 

○九州共立大学教務委員会規程 

平成26年学園規程第３号   

施  行：平成26年４月１日 

最終改正：令和５年４月１日 

 （設置） 

第１条 九州共立大学（以下「本学」という。）に、九州共立大学評議会規則（平成

４年学園規則第２号）第８条の規定に基づき、教務委員会（以下「委員会」という。）

を置く。 

 （目的） 

第２条 委員会は、本学の教務に関する全学的事項の審議並びに各学部、各研究科及

び共通教育センター（以下「学部等」という。）間の連絡・調整を図ることを目的と

する。 

 （審議事項） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

(１) カリキュラムの編成に関する事項 

 (２) 学部等間における教務の連絡及び調整に関する事項 

 (３) 学部等間における学年暦の調整に関する事項 

 (４) 学部等間における時間割編成及び調整に関する事項 

 (５) その他教務に関する全学的事項 

 （組織） 

第４条 委員会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

 (１) 教務部長 

(２) 教務副部長 

(３) 各学部長 

(４) 各研究科長 

(５) 共通教育センター所長 

(６) 各学部教務委員会から学長が推薦する教育職員 各１名 

(７) 各研究科教務委員会から学長が推薦する教育職員 各１名 

(８) 教職課程委員会委員から学長が推薦する教育職員 １名 

(９) 教務課長 

(10) その他学長が必要と認めた職員 

 （任期） 

22



九州共立大学教務委員会規程 

 2 

第５条 前条第６号から第８号まで及び第10号に定める委員の任期は１年とし、再任

を妨げない。ただし、欠員が生じたときの後任者の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

 （委員長） 

第６条 委員会に委員長を置き、教務部長をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を主宰する。 

３ 委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指名した職員がその職務を代行す

る。 

（議事） 

第７条 委員会は、委員の２分の１以上の出席がなければ、議事を開き、議決するこ

とができない。 

２ 委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決定する。ただし、可否同数の場合

は、委員長の決するところによる。 

 （委員以外の職員の出席） 

第８条 委員会は必要に応じて、委員以外の職員の出席を求め、その意見を聴くこと

ができる。 

 （学部等教務委員会） 

第９条 委員会に次の学部等教務委員会（以下「学部等委員会」という。）を置く。 

(１) 経済学部教務委員会 

(２) スポーツ学部教務委員会 

(３) 経済・経営学研究科教務委員会 

(４) スポーツ学研究科教務委員会 

(５) 共通教育センター教務委員会 

（学部等委員会の審議事項） 

第１０条 学部等委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

 (１) 教育、研究及び運営に関する事項 

 (２) 教務課程の編成に関する事項 

 (３) その他学部等の教務に関する事項 

 （学部等委員会の組織） 

第１１条 第９条に規定するそれぞれの学部等委員会は、次の各号に掲げる職員をも

って組織する。 

 (１) 学部等の長 

 (２) 所属する学部の学科長、共通教育センターにあっては副所長 
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 3 

 (３) 学部等からそれぞれ学長が推薦した教育職員 各２名 

(４) その他学長が必要と認めた職員 

 （学部等委員会委員の任期） 

第１２条 前条第３号及び第４号に定める委員の任期は１年とし、再任を妨げない。

ただし、欠員が生じたときの後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （学部等委員会委員長） 

第１３条 第９条に規定するそれぞれの学部等委員会に委員長を置き、学部等の長を

もって充てる。 

２ 委員長は、委員会を主宰する。 

３ 委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指名した職員がその職務を代行す

る。 

 （事務） 

第１４条 委員会の事務は、教務課において処理する。 

   附 則 

 この規程は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成30年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成31年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和５年４月１日から施行する。 
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取組概要

大学等名 九州共立大学

教育プログラム名 データサイエンス基礎教育プログラム

申請レベル リテラシーレベル

申請年度 令和7年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

デジタル社会において、数理・データサイエンス・AIを日常の生活や仕事等の場で使いこなすことができる基礎的素養を身につける必要がある。さらに、身につ
けた数理・データサイエンス・AIに関する知識・技能をもとに、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意思でAI等の恩恵を享受し、これらを説明し、活
用できるようになることが求められる。
本プログラムを通して、デジタル社会のあらゆる分野で活躍できるよう情報やデータを扱うための基礎的な知識や技能を身につけることを目指す。そのために、
パソコンの基本的な使い方、データサイエンスの概要、データの分析に必要な基礎知識、人工知能(AI)と機械学習の仕組みについて概観する。

プログラムの目的

九州共立大学教務委員会
委員長：教務部長
委 員：教務副部長、学部長、

共通教育センター所長、
各学部教務委員、
教務課長等

データサイエンス入門（1単位）

データサイエンス入門は、全学部生が対象の
〔総合共有科目〕に必修科目として配置

• コンピュータの基礎用語を理解し、基本
的な利用方法を習得し、説明できる。

• 簡単なレポート作成とそのプレゼンテー
ションができる。

• データサイエンスが社会でどのように活用
され新たな価値を生んでいるかを説明で
きる。

• AIの得意なところ、苦手なところを理解
し、人間中心の適切な判断ができる。

• 社会の実データ、実課題を適切に読み
解き、判断ができる。

改善・進化、自己点検・評価体制

プログラムを構成する科目

学修成果 全学生が履修（令和6年度入学生から）

令和6年度 プログラムの修了者数（688名）
経済学部365名、スポーツ学部323名

令和6年度 授業評価アンケート
授業理解度の肯定的割合：88％
授業満足度の肯定的割合：87％

修了要件はデータサイエンス入門1単位を修得
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